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学　　術　　活　　動

コロナ禍における対面式両親学級および子育て講演会開催の試み

渡邉まどか（母性看護学・助産学部門）　
山口咲奈枝（母性看護学・助産学部門）　

１．はじめに

　2₀2₀年に感染が拡大した新型コロナウイルスの影響
で，妊婦への感染予防の観点から医療機関や市町村が主
催する両親学級は一時中止された．2₀2₁年の調査１）で
は，「医療機関で行う母親学級に参加できない」と回答
した妊婦は62.₅％であった．2₀2₃年５月に新型コロナウ
イルス感染症は５類感染症に移行したが，福島県内の産
科を持つ施設の多くは，対面による両親学級を中止して
いる．
　両親学級とは妊婦だけでなく夫（パートナー）も含め
た夫婦に対して出産前の準備教育がなされる場であり２），
妊娠期の過ごし方や出産の流れ，子どもの世話の仕方な
どの情報を提供する集団保健教育である．2₀2₀年の全国
調査３）では，両親学級の中止などで情報不足に不安を
感じると回答した妊婦は6₁.₀％であった．これは新型コ
ロナウイルスの出産への影響として立ち合い出産や里帰
りができなくなったなどの他の項目があるなかで最も高
い割合となっている．実際に筆者らが助産学実習や看護
学実習を通じて関わった妊婦からも両親学級を受講しな
いまま出産することが不安という声や，両親学級に参加
したいと思っていたが出産する施設はオンラインでの実
施だったため操作が不慣れで参加できなかったという声
が聞かれた．このような折に，子育て支援センターみん
なの家＠ふくしまから対面式の両親学級を協働で開催し
てほしいと打診された．子育て支援センターみんなの家
＠ふくしまは福島市の委託を受けて NPO 法人ビーンズ
ふくしまが運営する子育て支援センターである．乳幼児
の親子を対象とした遊び・交流・相談が事業の中心となっ
ているが，妊娠期から施設を利用してもらうことで，妊
娠期から育児期まで切れ目ない支援をするために両親学
級の開催を検討していた．
　そこで，筆者らは出産する施設による制限を設けず，
任意に参加者を募る対面式両親学級の開催を試みた．参
加者が密になることを防ぐため参加人数を少人数にし，
育児手技の体験や夫婦間のコミュニケーションを中心と
した内容のプログラムを企画した．効果的な保健教育プ

ログラムを実施するためには，ニーズアセスメントが必要
とされている４）．ニーズアセスメントとは，介入の“必要
性（ニーズ）”の根拠となる対象領域の現状について，情
報を収集する計画的なプロセスである．筆者らはニーズ
に合致したよりよいプログラムに発展させていくために，
両親学級の開催と併せて参加者の受講動機とニーズを明
らかにする研究を実施することとした．この研究は令和
４年度看護学部共同研究事業の助成を受けて実施した．
　また，子育て支援センターみんなの家＠ふくしまのス
タッフと運営会議を進める中で，新型コロナウイルス感
染拡大によって子育て期の母親の孤立や不安感が高まっ
ていること，また，それらの思いを表出する受け皿がな
いことが話題となり，両親学級に加えて乳幼児をもつ親
を対象とした講演会を企画した．
　本報告では，子育て支援センターみんなの家＠ふくし
まと共同で実施した両親学級と子育て講演会の活動を述
べる．

２．活動の実際

１）両親学級の開催
　令和４年６月2₅日（土）から“パパに聞いてほしい　両
親学級”を始動した．その後，２－３か月毎に対面式両
親学級を開催している．令和４年度の開催場所は子育て
支援センターみんなの家＠ふくしま，令和５年度は福島
市アクティブシニアセンター・アオウゼである．運営メ
ンバーは看護学部母性看護
学・助産学部門教員２名，
みんなの家＠ふくしまス
タッフ３－４名である．両
親学級の主な実施者は教員
２名で，みんなの家＠ふく
しまスタッフは広報，撮影
や環境調整，上のお子さん
の託児などを担当した．参
加者は毎回３－５組であ
り，ほとんどが初産婦とそ
のパートナーであった．妊 案内チラシ
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婦のみの参加や上のお子さんを連れて参加される夫婦も
いた．妊娠週数は９週から₃6週と幅広く，郡山市や白河
市など市外からの参加もあった．
　感染防止策として，運営者および参加者は全員，手洗
い手指消毒，検温を実施し，マスクを着用した．また，
窓を開けた換気，使用前後の物品の消毒，参加者間のス
ペースを確保して密にならないよう努めた．
　両親学級のタイムスケジュールを表１に示す．当初は
全体で6₀分程度のプログラムとしたが，終了後に参加者
からの個別相談が多数みられたり，もっと話が聞きたい
という要望もあったため，₉₀－₁2₀分の構成にプログラ
ムを修正した．参加者は，体調不良や途中退席すること
なく全員が最後まで参加できた．今回の両親学級を対面
式としたねらいは，参加者と対話をしながらニーズに応
じた保健指導をすること，新生児の抱っこの仕方や沐浴
方法などの体験をしてもらうことであった．そのため，
事前に保健指導内容を作りこみすぎないようにして，沐
浴体験をメインに大枠のみ決めておき，実際の流れや時
間配分はその時の参加者の要望に応じて臨機応変に対応
していくこととした．

表１　両親学級タイムスケジュール

時間 内容 概要 時間
配分

₁₀：₀₀～ 受付 母子健康手帳記入

₁₀：₃₀ アイスブレイク パパとママが一番知
りたいことの確認 ₁₀分

₁₀：₄₀ 沐浴の説明 必要物品、環境 ₁₅分

₁₁：₀₀ 沐浴の実演 参加者全員が児の支
え方など実施 2₅分

₁₁：2₅ パパとママにお
伝えしたいこと

夫婦間コミュニケー
ション ５分

₁₁：₃₀ 個別相談 ₁₀分

　共催したみんなの家＠ふくしまのスタッフが，参加者
用にメモ用紙を準備してくださっていたため，参加者は
デモンストレーションを見ながら熱心にメモを取ってい
る様子がみられた．また，参加者は，沐浴時の児の支え
方やおむつ交換などを実施してみたいと意欲的であった
ため，実施者が各テーブルに回り，妊婦とパートナー一
人一人が体験できる時間を設けた．その際に，参加者か
ら，沐浴以外にも様々な質問があった．少人数の学級に
したことで一人一人に体験してもらう時間を十分に確保
できた．また，実施者が個別に回ったことで参加者が何
でも質問しやすい雰囲気を作ることができたと考える．
参加者の質問内容は沐浴以外にも児のスキンケアや衣類
の準備，分娩のことや妊婦健康診査で言われた心配なこ
となど多岐にわたった．

両親学級

　参加者の感想として「出産する病院では母親学級が中
止していたので，この教室に参加できてよかった」，「両
親学級に参加したいと思って自分で探してみたけどやっ
ぱりなくて，通っている産院でここのチラシを見つけて
本当に良かった」，「YouTube で沐浴の動画を見てみたが，
見ているだけではわからなくて，今日やってみてわかり
ました」，「最初は２時間って長いなと思っていましたが，
あっという間でした」といった声が聞かれた．参加者の
感想からも妊婦とそのパートナーは両親学級に参加した
いというニーズがあることがわかり，対面式学級を開催
する意義があると感じられた．
　今回の両親学級では，沐浴や抱っこ体験ができること
をチラシに掲載していたこともあって，参加した妊婦や
パートナーの参加目的は沐浴を知ることであった．実際
に，熱心にメモを取ったり，質問をしたりする様子がみ
られたことから，沐浴は子どもの世話としてイメージが
しやすく，知りたいというニーズが高いと感じられた．
対面で実施する両親学級では沐浴体験ができるというこ
とは強みであるため，案内に掲載することで集客が期待
できると考えられる．
　また，今回はコロナ禍で対面式の両親学級を実施する
ため，感染予防の観点からも少人数制の集団指導にする
ことを企画した．実施してみると，小規模の学級は参加
者全員に目が届きやすく，参加者一人一人に体験しても
らうことや，個別対応の時間を設けることができて感染
予防という観点とは別に少人数制の利点があることを実
感した．少人数対面式の両親学級は，柔軟に参加者のニー
ズに応える保健教育を展開するのに適していると考える．
　また，妊婦だけでなくパートナーの男性から参加申し
込みの連絡があったり，まだ母子健康手帳をもらってい
ない時期でも申し込みがあるなど，両親学級に参加する
男性は妊娠期から積極的に育児に関わろうとする意欲が
高いと感じた．2₀2₃年現在でも，両親学級が中止になっ
ているだけでなく，妊婦健康診査の付き添いや立ち合い
出産が再開されていない病院もあるため，パートナーの
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男性が妊娠，出産，育児に関する情報を医療者から直接
得る機会や父親であることを実感する機会が減少してい
ると考えられる．関わろうとする意欲を維持するために
も対面式の学級を開催することは意義があると考える．

２）子育て講演会の開催
　令和４年８月６日（土），令和５年８月26日（土）に北沢
又団地集会所で子育て講演会を開催した．開催場所をこ
の集会所としたのは，参加者が乳児の子育て中であるこ
とを想定し，託児スペースと講演会場が同一施設内にあ
り，かつ，講演会に集中できるように子どもの声があま
り聞こえない環境を確保できるためである．参加者は０
歳から２歳の子どもを育てる両親２組，母親１名であっ
た．
　両親学級と同様に感染症対策として，運営者および参
加者は全員，手洗い手指消毒，検温を実施し，マスクを
着用した．また，参加者間のコミュニケーションを大切
にしたいと考えたため，声が聞こえる範囲で最大限のス
ペースを確保して密にならないよう努めた．
　子育て講演会のタイムスケジュールを表２に示す．子
どもを誰かに預けることに罪悪感を持つ真面目な参加者
が多い，という子育て支援センター利用者の傾向を鑑み
て，教員２名，みんなの家＠ふくしまスタッフ３名で話
し合い，１時間程度の展開とした．講演会として打ち出
したが，実際には参加者の今抱えている子育ての負担感
を軽減することが大きな目的であった．そのため，講演
者が話す時間よりも，参加者の発言する時間を₃₀分と長
めにプログラムした．「ママやパパに聞いてほしい」と
いうキャッチフレーズで参加を呼び掛けていたことか
ら，パートナーにも積極的に子育ての中で普段思ってい
ることや感じていることの発言を促した．

子育て講演会タイムスケジュール

時間 内容 概要 時間
配分

₁₀：₀₀～ 受付 お子様の預かり
₁₀：₃₀ アイスブレイク 自己紹介 ₁₅分

₁₀：₄₅
参 加 者 コ
ミ ュ ニ ケ ー
ション

困っていることは？
悩んでいることは？
不安に思うことは？

₃₀分

₁₁：₁₅ 子 育 て ア ド
バイス

参加者の疑問に応え
ながらアドバイス ₁₀分

₁₁：₃₀ お 伝 え し た
いこと 今のままで大丈夫 ５分

　初対面のこともあり，参加者ははじめ緊張した表情で
話している様子だったが，それぞれの悩みや不安を聞い
ているうちにお互いに共感し合い，打ち解けた雰囲気に

なっていた．また，夫婦間でなかなか日常伝えることの
ない自分の気持ちを言葉にして表現しあうことで，パー
トナーへの新しい発見につながっていた．今自分のして
いる子育てが間違いではなく，悩みや不安も特別なこと
ではない，今のままでいい，という講演会の趣旨が伝わ
ると，全員がホッとした表情になった．最後には，涙を
浮かべつつ笑顔に変わった．
　参加者のアンケート結果には，「どこの家庭も子育て
は同じような悩みを持っていることが分かってほっとし
ました」「他のお母さんと話してみたら心が軽くなりま
した」「悩んでいるつもりはなかったけれど話してみる
と涙が出てしまい，気持ちが張り詰めていたんだと気づ
くことができました」などの意見が得られた．子育て中
の母親にとって，わずかな時間でも子どもを預けて自分
の時間を持ち，自分の気持ちに向き合うことには大きな
意義があると感じた．また，忙しい子育て期において，
夫婦間でじっくりお互いの気持ちを表現することは難し
く，改めて機会を設けることにも意義があると考える．

３．おわりに
　活動を開始してまだ２年目であるが，地域で暮らす母
子とその家族に触れ，直接声を聴くことの大切さを身に
しみて感じた．今後は活動の頻度を増やし，両親学級と
子育て講演会を交互に開催する案を検討している．交互
開催は，両親学級に参加した妊婦とパートナーが出産を
経たあとに，子育て講演会への参加に繋がりやすく，産
前産後の切れ目ない支援の一端を担えると考える．将来
的には，これらの活動を研究と合わせてブラッシュアッ
プしながら，本学発信の子育て支援システムを構築する
ことも視野に入れている．
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